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　対馬市が誕生して１年が過ぎました。対馬市では、健全な自治体運営
を目指すため、合併当初から財政改革、行政改革に取り組み、昨年11月
には、対馬市行財政改革推進委員会を組織して、具体的な改革方法を検
討してきました。�
　このほど、委員会から中間答申の報告がありましたので、その内容と
対馬市の現状をお知らせします。�
　まずは、なぜ行財政改革が必要になったかを会話形式で紹介します。�

対馬市の行財政改革の取り組みについて�
�

僕は行革マン。僕が現れると嫌な顔をする人が多いけど、僕の役割
は病気を治す医者と同じなんだ。病気の対馬市を健康にして、明る
く暮らしやすい対馬にすることが僕の役目なんだ。�

一言で言えば、�
とても重症なんだ。�

うーん！まだまだ情報が

十分伝わってないなあ。�

予算のことでいうと、対馬市は平成16年度の予算をつくるとき、31億円のお金
が足りなくて、基金（貯金）を取り崩して予算をつくったんだ。17年度も24億円
のお金が足りなくて、基金からお金を回して予算をつくったんだ。それで今で
は、基金の残りが９億円になったんだよ。�

９億円以上足りなく
なると予算がつくれ
なくなるんだ。�

だから、対馬市では、どうしたら行財政
改革できるか、市民の人たちにも参加し
てもらって、行財政改革推進委員会で話
し合っているんだ。２月に、その委員会
の中間答申が出たので、対馬市のホーム
ページを見て参考にしてね。�

第4回行財政改革推進委員会�

市
民
の
不
安
な
声
を�

　
聞
き
つ
け
て�

　
　
行
革
マ
ン
登
場
!!
�

こつ�

行革�

行革�

行革�

行革�

行革�

行革�
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◇経常収支比率　　94.6％（全国類似団体86.3％）�
100％を超えると、市税などの経常的な収入で、経常的な支出（人件費、公債費、維持管理経費
など）がまかなえない状態になります。�

◇公債費負担比率　　22.7％（同15.6％）�
一般財源に占める公債費（借金）の割合です。�

●一般家庭で例えると、お父さんの給料が経常的な収入、宝くじの当選金は臨
時的な収入。水道光熱費、食費、家賃、学費、ローンなどは経常的な支出。マ
イカーの購入や家電製品などの購入は臨時的な支出。�
対馬市の場合は、マイカーの購入や家電製品の購入に充てることが出来る経常
的な収入が5.4％しかないということ。�

●一般財源とは、対馬市で自由に使えるお金のことで、たとえばお父さんの
給料でいうと、給料のうち、残業手当がお父さんのお酒やたばこ代に回るこ
とが決まっていれば、残業手当は自由に使えないことになるので市の予算で
いうと特定財源ということ。そうすると、給料の中から残業手当を引いたも
のが一般財源ということになるよ。�

◇地方交付税など収入の減少�
本市の一般財源（市税や地方交付税など）は、平成11年度から15年度にかけて約11億
円減少、普通交付税は約24億円減少しています。�

◇物件費、公債費など歳出の増加�
本市の物件費（委託料、臨時職員の賃金、使用料及び賃借料、旅費、需用費、役務費な
ど行政運用に必要な経費）は平成11年度から15年度にかけて約10億円増加、公債費�
（借金の返済に充てる経費）は約2億円増加している。�

◇旧町時代から行財政改革に取り組んできたが、結果として抜本的な財政構造の転換になっ
ていないこと。�

◇当初予算による財政収支は16年度でマイナス31億円、17年度はマイナス23億円。これは
基金を充てて赤字を避けることできましたが、このまま何も手を打たないと、18年度には
基金が底をつき、予算が組めなくなります。無理をして予算を組むと相当な痛みを伴うこ
とになります。�

中間答申の主な内容�
対馬市の財政状況　�

なぜ財政状況が悪化したのか�
�

今後の財政状況はどうなるのか�
�

（平成15年度決算）�

130

H.11年度�

H.12

H.13

H.14

H.15

140 150 160 億円�

普通交付税�
交付額�

臨時財政対策債�
借入額�

普通交付税の推移�

15,317,81215,317,812千円千円�

15,299,852千円千円�

15,231,443千円千円�

14,816,82514,816,825千円千円�

14,568,998千円千円�

15,317,812千円�

15,299,852千円�

15,231,443千円�

14,816,825千円�

14,568,998千円�

用語の説明　全国類団：地方公共団体の財政運営の健全性を測定するために、ある一定の尺度により地方公共
団体の財政を類型化した結果、類型別の類似した団体をいう。市町村については、人口、産業構
造（第2次、第3次産業）等によりそれぞれ分類している。

行革�

行革�
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今後財政状況をどう改善していくのか�
�

◇計画的な財政運営（中長期の財政計画に基づく財政運営）�
　　財政規模の目標を設定し、主な歳出費目（物件費、補助金、公債費等）の目標設定と市
　　債借入上限の設定。歳出削減目標や財源確保の目標を数値化のうえ、市民に開示し検証
　　するシステムを確立する。�
◇歳出の効率化�
　　・重点施策へ予算を重点配分できる仕組みの構築�
　　・補助金や負担金の見直しによる効率化�
　　・管理経費や公共工事のコスト削減�
　　・特別会計の事業内容の検証による健全化�
◇歳入の確保�
　　・市税の徴収率向上�
　　・市民サービスと管理コストを勘案した施設使用料の適正化�
　　・未利用財産の有効活用と売却の促進�
◇財政健全化を保証するための予算制度の見直し�
　　予算編成制度を、予算・支出主義から決算・成果重視の変革を促す。また、一般会計か
　　ら特別会計への繰出金についても適正な額に見直す。�

◇管理部門の統合などによる効率化�
　　本庁・支所機能を見直し管理部門を集中して管理経費を削減する。�
◇職員の減少による経費の節減�
　　職員を段階的に適正な職員規模まで減少することにより人件費を抑え、職員数削減を踏
　　まえた本庁・支所機能に見直す。�
◇類似施設の重複投資の防止�
　　類似施設の重複投資を避けるとともに、小中学校、幼稚園、保育所、消防出張所などを
　　統合する。�
◇市出資団体等関係団体の統合によるなど効率化する。�
�

１ 合併したことにより対応できるもの�
�

２ 社会経済情勢の変化により対応すること�
�

500

H.11年度末�

H.12

H.13

H.14

H.15

550 600 650 億円�

地方債現在高の推移�

50,530,436千円千円�

47,797,73147,797,731千円千円�

55,532,18955,532,189千円千円�

60,370,52560,370,525千円千円�

63,354,61863,354,618千円千円�

50,530,436千円�

47,797,731千円�

55,532,189千円�

60,370,525千円�

63,354,618千円�

35

H.11年度�

H.12

H.13

H.14

H.15

40 45 50 億円�

物件費の推移�

3,808,362千円千円�

4,039,129千円千円�

4,009,575千円千円�

4,111,408千円千円�

5,014,5155,014,515千円千円�

3,808,362千円�

4,039,129千円�

4,009,575千円�

4,111,408千円�

5,014,515千円�
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◇人件費削減の方策�
　q職員数削減計画の策定・実行�
　　・民間委託・移譲の促進�
　　・嘱託職員の見直し�
　　・早期退職者への優遇措置�
　　・各種委員の定数削減など�
　w市職員の給与・手当及び各種委員報酬の見直しによる人件費削減�
　　・昇給停止年齢の引き下げ、定年退職時の特別昇給の廃止�
　　・管理職手当、通勤手当、特殊勤務手当、島内旅費の見直し�
　　・各種委員の報酬、費用弁償（旅費）の見直し�
�
◇物件費等削減の方策�
　q各種建設計画の見直し�
　　現在建設中、または完成し運営している施設についても、必要で妥当な施設であるか検討し、
　　計画の変更・中止、施設の休止・目的の変更の実行�
　w公共施設などの管理経費削減�
　　不要施設の廃止、委託先団体の運営効率化、委託先の見直しなどにより管理・清掃などの委託
　　料を抑制する。�
�
◇補助金等の見直し�
　q団体運営の効率化を促すため運営費補助金を廃止または縮小する。�
　w補助目的が達成されていない補助金、または３年経過したものは原則廃止または縮小する方向
　　で検討する。�
�
◇市民への情報開示～デイスクロージャー～�
　積極的に情報開示を行い、市民と行政が双方向の情報交換を行う官民協働（パートナーシップ）
　を目指す。�

※対馬市行財政改革推進委員会の中間答申報告詳細については、�
対馬市ホームページ　http://www.city.tsushima.nagasaki.jp/�
でご覧いただけます。�
�

具体的な方策�

●行財政改革は、みんなのための事業の
実施と一体に進めて、　対馬を活性化さ
せることが目的なんだ。�行革�
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《
２
月
》

１
〜
３
日
＝
韓
国
蔚
山
市
蔚
州
郡

　
　
　
庁
表
敬
訪
問

５
日
＝
「
い
い
朝
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」
取
材
、

　
　
　
対
馬
市
介
護
認
定
審
査
委

　
　
　
員
現
任
研
修
会

８
日
＝
行
政
改
革
シ
ス
テ
ム
本
部

　
　
　
会
議

９
〜
10
日
＝
県
道
整
備
に
関
す
る

　
　
　
陳
情
　
　
　
　
（
長
崎
）

12
〜
13
日
＝
合
併
講
演
（
唐
津
）

14
日
＝
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
中
間
報
告

16
〜
18
日
＝
県
離
島
振
興
協
議
会

　
　
　
理
事
会
、
県
離
島
振
興
市

　
　
　
町
村
議
会
議
長
会（
長
崎
）

19
日
＝
地
域
活
動
所
ま
つ
り

20
日
＝
対
馬
少
年
の
主
張
大
会

21
〜
24
日=

県
漁
港
協
会
理
事
会
、

　
　
　
県
国
保
連
合
会
総
会
他

　
　
　（
長
崎
）全
国
離
島
振
興
協

　
　
　
議
会
正
副
会
長
会
議
（
東

　
　
　
京
）
離
島
住
民
か
ら
見
た

　
　
　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
調

　
　
　
査
委
員
会
（
福
岡
）

25
日
＝
平
成
17
年
第
１
回
対
馬
市

　
　
　
議
会
定
例
会

26
日
＝
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成

　
　
　
委
員
会

28
日
＝
平
成
17
年
第
１
回
対
馬
市

　
　
　
議
会
定
例
会

　
２
月
10
日
、
国
の
特
別
史
跡

「
金
田
城
跡
」
の
保
存
、
整
備
を

考
え
る
特
別
史
跡
金
田
城
跡
整
備

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
大
学
教
授
や

文
化
庁
、
県
教
育
委
員
会
、
対
馬

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
対

馬
市
教
育
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
16
年
度
２
回
目

の
委
員
会
に
な
り
、
現
地
視
察
と

会
議
が
行
わ
れ
、
二
ノ
城
戸
周
辺

の
石
垣
部
分
、
新
た
に
見
つ
か
っ

た
水
門
と
思
わ
れ
る
部
分
、
城
門

全
面
の
階
段
部
分
の
調
査
等
に
つ

い
て
、
専
門
家
の
意
見
を
交
え
な

が
ら
、
今
後
の
整
備
方
法
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
二
ノ
城
戸
の
整
備

復
元
を
基
本
に
、
石
垣
の
調
査
、

崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
部
分
の
解

体
や
修
復
、
登
山
道
の
整
備
、
標

識
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

《
特
別
史
跡
金
田
城
跡
》�

　
金
田
城
跡
は
、
昭
和
57
年
３
月

23
日
に
、
長
崎
県
で
初
め
て
国
の

特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
朝
鮮
式

山
城
で
す
。

　
平
成
５
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
遺

構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
田
城
築
城
の
歴
史
は
今
か
ら

１
３
０
０
年
以
上
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
６
６
３
年
（
天
智
２
）
８
月
、

白
村
江
の
戦
い
で
唐
・
新
羅
連
合

軍
に
敗
れ
た
日
本
軍
は
朝
鮮
半
島

か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
唐
・
新
羅
の
来
襲

に
備
え
防
備
を
早
急
に
整
え
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
、
大
和
朝
廷
は
、

防
人
を
東
国
か
ら
集
め
、
対
馬
・

壱
岐
・
筑
紫
に
配
置
し
、
６
６
５

年
（
天
智
４
）
大
野
城
、
基
肄
城
、

長
門
城
を
、６
６
７
年
（
天
智
６
）

に
は
高
安
城
、
屋
島
城
、
金
田
城

を
築
き
国
土
防
衛
の
備
え
を
し
ま

し
た
。

　
地
理
的
に
対
馬
は
、
国
防
の
最

前
線
に
位
置
す
る
た
め
、
金
田
城

の
役
割
（
見
張
り
、
通
信
）
は
た

い
へ
ん
重
要
な
も
の
で
し
た
。

市
長
の
動
き�

一ノ城戸�

三
ノ
城
戸�

二ノ城戸調査の様子�

に

の

き

ど

か
ね
　
だ
　
じ
ょ
う

は
く
す
き
の
え

と
う

し
ら

ぎ

さ
き
も
り

と
う
ご
く

お
お

の
じ
ょ
う

な
が

と
じ
ょ
う

た
か
や
す
じ
ょ
う

や

し
ま
じ
ょ
う

き
　
い

じ
ょ
う
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阿比留幸輝 君�

齊 藤 美 和 さん�

橋 本 このみ  さん�

久壽米木晶子 さん�

���

―
最
優
秀
賞
の
感
想
は
？
―�

　
ま
さ
か
自
分
が
選
ば
れ

る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で

も
選
ば
れ
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。�

�

―
県
大
会
へ
の
抱
負
は
？
―�

　
も
っ
と
強
弱
の
付
け
方

な
ど
話
し
方
を
勉
強
し
て
、

県
大
会
で
も
一
番
に
な
り

た
い
で
す
。�

�

橋
本
さ
ん
、
県
大
会
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。�

ま
　
こ
と

た
か

ひ
こ

あ
ん
　
な

な

お

み

く
　
　
す
　
す
ず
　
　
か

み
　
や
け
　
　
　
　
あ
や

こ
う

き

く

す

め

ぎ

あ
き

こ

　
２
月
20
日
、
対
馬
市
公
会
堂
で
、

平
成
16
年
度
第
４
回
対
馬
少
年
の

主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
各

町
の
代
表
12
名
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
の
は
、

浅
海
中
学
校
２
年
の
橋
本
こ
の
み

さ
ん
。
「
心
の
望
遠
鏡
」
と
い
う

発
表
題
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
た
老
人
ホ
ー
ム
で
、
気
の
強
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
出
会
い
、
強
が

り
ば
か
り
言
っ
て
職
員
を
困
ら
せ

て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ほ
ん

と
は
寂
し
く
て
強
が
り
を
言
っ
て

い
た
こ
と
を
知
り
、
人
を
見
た
目

で
判
断
す
る
の
を
や
め
て
、
素
直

な
心
で
受
け
止
め
よ
う
と
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
橋
本
さ

ん
は
、
今
年
８
月
の
少
年
の
主
張

長
崎
県
大
会
に
対
馬
市
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
す
。

　
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、

「
空
の
青
さ
に
命
を
思
う
」
の
題

で
、
修
学
旅
行
で
知
っ
た
特
攻
隊

と
い
う
悲
し
い
出
来
事
。
そ
の
特

攻
隊
の
劇
を
文
化
祭
で
演
じ
、
命

の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
と
発
表
し

た
久
田
中
学
校
２
年
の
阿
比
留
幸

輝
く
ん
と
「
国
際
交
流
」
と
い
う

題
で
、
韓
国
の
中
学
校
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
言
葉
は
違
っ
て
も
同

じ
人
間
同
士
と
し
て
交
流
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
発
表
し
た
南
陽
中

学
校
１
年
の
久
壽
米
木
晶
子
さ
ん

の
２
名
で
し
た
。

　
ま
た
、
「
言
葉
の
重
さ
」
の
題

で
、
何
気
な
く
使
う
「
か
わ
い
そ

う
」
と
い
う
言
葉
は
、
ほ
ん
と
は

相
手
を
傷
つ
け
る
の
だ
と
発
表
し

た

知
中
学
校
１
年
の
齊
藤
美
和

さ
ん
が
、
平
成
17
年
度
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
中
学
・
高
校

生
長
崎
県
弁
論
大
会
の
対
馬
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
入
選
》�

　
　
　
　
　
敬
称
略
、
順
不
同�

▽
小
川
真
琴
（
厳
原
中
２
年
）

　
　
「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

▽
波
田
あ
か
ね（
加
志
々
中
２
年
）

　
　
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

▽
早
田
雄
彦
（
久
原
中
２
年
）

　
　
「
私
た
ち
と
対
馬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
問
題
」

▽
中
村
杏
奈
（
東
部
中
２
年
）

　
　
「
笑
顔
の
大
切
さ
」

▽
早
田
奈
保
美
（
西
部
中
１
年
）

　
　
「
平
和
と
は
私
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
つ
く
る
も
の
」

▽
玖
須
涼
香（
比
田
勝
中
１
年
）

　
　
「
言
葉
の
や
さ
し
さ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
助
け
合
い
」

▽
三
宅
　
綾（
佐
須
奈
中
２
年
）

　
　
「
一
致
団
結
」

▽
里
　
幸
美
（
豊
玉
中
２
年
）

　
　
「
命
の
重
さ
と
平
和
」

さ
と
　
　
　
　
ゆ
き
　
み
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こ
の
ほ
ど
、
美
津
島
町
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
（
江
嶋
慶
子
会
長
・
会

員
33
名
）
が
、(

財)

日
本
消
防
協

会
の
平
成
16
年
度
助
成
事
業
「
女

性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
の

助
成
を
受
け
て
、
軽
可
搬
消
防
ポ

ン
プ
及
び
活
動
服
等
一
式
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
の
11
月
に

横
浜
市
で
行
わ
れ
る
、
女
性
消
防

隊
全
国
操
法
大
会
に
長
崎
県
代
表

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
地
区
に
お
け
る
火
災
予

防
の
普
及
、
防
火
意
識
の
向
上
な

ど
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
19
日
、
対
馬
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
、
精
神
疾
患
を
正
し
く

理
解
し
、
精
神
障
害
者
と
の
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
そ
う
と

「
地
域
活
動
所
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
活
動
所
と
は
、
地
域
で
障

害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
進
め

る
た
め
、
工
芸
品
の
製
造
や
農
作

業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
様

々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
会
場
に
は
、
地
域
活
動
所
の

「
き
ら
り
（
厳
原
町
中
村
）
」
、

「
さ
わ
や
か（
上
県
町
佐
須
奈
）」

や
、
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
「
フ
レ
ン
ド
（
厳

原
町
）
」
と
「
や
ま
び
こ
（
上
県

町
）
」
を
は
じ
め
、
家
族
会
「
ひ

ま
わ
り
会
」
の
皆
さ
ん
の
バ
ザ
ー

や
、
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
綿
菓
子
や
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

（
食
改
）
の
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
大
勢
の
方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
午
後
１
時
か
ら
、
北
海

道
医
療
大
学
助
教
授
の
向
谷
地
生

良
先
生
と
障
害
者
自
身
の
自
立
、

自
活
を
目
指
し
て
、
活
動
を
し
て

い
る
「
浦
河
べ
て
る
の
家
」
（
北

海
道
浦
河
町
）
当
事
者
代
表
の
伊

藤
知
之
さ
ん
と
川
端
俊
さ
ん
に
よ

る
特
別
講
演
会
「
べ
て
る
の
家
の

歩
み
か
ら
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
や
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
自

活
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

は
、
向
谷
地
先
生
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
な
り
、
伊
藤
さ
ん
、
川

端
さ
ん
が
先
生
の
問
い
か
け
に
答

え
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
障
害

者
自
身
の
講
演
は
、
そ
の
体
験
に

裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち

が
持
っ
て
い
た
精
神
障
害
者
に
対

す
る
誤
解
や
偏
見
を
取
り
払
っ
て

く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
対
馬
保
健
所
で
は
、
「
浦
河
べ

て
る
の
家
」
の
よ
う
に
、
精
神
障

害
者
の
方
の
こ
と
を
知
り
、
共
に

助
け
合
う
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
目
指
す
た
め
、
17
年
度
も
「
精

神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
を
開
講
す
る
予
定
で
す
。
内

容
に
つ
い
て
は
、
対
馬
保
健
所
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
対
馬
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　
　
　
　
℡
５
２
‐
０
１
６
６�

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に�

消
防
ポ
ン
プ�

〜
精
神
障
害
者
に
対
す
る
心
の�

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
て
〜�

� 地
域
活
動
所
ま
つ
り�

む
か
い
や
　
ち
　
い
く

よ
し

と
も
ゆ
き

し
ゅ
ん
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２
月
10
日
、
美
津
島
文
化
会
館

で
第
５
回
対
馬
乾
し
い
た
け
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
対
馬

市
内
外
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
48
組

の
う
ち
、
一
次
審
査
を
通
過
し
た

９
組
が
集
ま
り
腕
を
振
る
い
ま
し

た
。

　
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
大

村
市
の
高
校
生
、
川
久
保
　
幸
さ

ん
の
作
品
「
ど
ん
こ
サ
ブ
レ
」
で

し
た
。
対
馬
の
特
産
品
「
そ
ば

粉
」
も
使
用
し
て
、
素
朴
な
味
わ

い
と
共
に
、
し
い
た
け
の
香
り
が

口
の
中
に
広
が
る
一
品
で
し
た
。

【
材
料
】
ど
ん
こ
椎
茸
50
ｇ
、
薄

力
粉
1
5
0
ｇ
、
そ
ば
粉
50
ｇ
、

バ
タ
ー
80
ｇ
、
砂
糖
60
ｇ
、
卵
２

個
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ
４
、

黒
ご
ま
20
ｇ
、
牛
乳
30
㏄

【
作
り
方
】
①
ど
ん
こ
は
乾
燥
し

た
ま
ま
、
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

で
粉
状
に
し
、
牛
乳
に
つ
け
る
。

②
薄
力
粉
、
そ
ば
粉
は
ふ
る
い
に

か
け
る
。
③
全
て
の
材
料
を
ボ
ー

ル
に
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、
し
ば
ら

く
冷
蔵
庫
で
生
地
を
休
ま
せ
る
。

そ
の
間
、
オ
ー
ブ
ン
を
1
8
0
度

に
予
熱
す
る
。
④
生
地
を
薄
く
の

ば
し
、
適
当
な
大
き
さ
に
成
形
す

る
。
⑤
オ
ー
ブ
ン
で
15
〜
20
分
焼

い
て
完
成
。

　
２
月
12
日
、
わ
く
わ
く
ふ
る
さ

と
探
検
隊
が
、
対
馬
ふ
る
さ
と
伝

承
館
で
陶
器
づ
く
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
わ
く
わ
く
ふ
る
さ
と
探
検
隊
に

は
、
隊
員
と
し
て
美
津
島
町
内
の

小
学
５
、
６
年
生
30
名
が
活
動
し

て
い
て
、
対
馬
の
自
然
や
文
化
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
様
々
な
体
験

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
陶
器
づ
く
り
は
、
１
月

15
日
に
作
っ
た
湯
呑
み
や
皿
に
、

鉛
筆
で
下
絵
を
描
き
、
色
を
塗
る

作
業
で
す
。
隊
員
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
思
い
思
い
の
絵
を
描
き
、
色

が
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
、
慎
重

に
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

《
対
馬
ふ
る
さ
と
伝
承
館
》�

　
対
馬
ふ
る
さ
と
伝
承
館
で
は
、

陶
芸
体
験
や
そ
ば
打
ち
体
験
、
若

田
硯
づ
く
り
に
竹
細
工
、
木
工
ア

ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
な
ど
の
体
験

が
で
き
る
ほ
か
、
郷
土
料
理
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ば
や
ろ
く
べ
い
な

ど
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ば
打
ち
体
験
で
打
っ
た
そ
ば
を

試
食
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
２
月
28
日
任
期
満
了
を
向
か
え

る
対
馬
市
農
業
委
員
会
委
員
の
立

候
補
受
付
が
、
告
示
日
の
２
月
10

日
に
行
わ
れ
、定
員
20
名（
第
１
選

挙
区
12
名
、
第
２
選
挙
区
8
名
）

の
届
出
が
あ
り
無
投
票
に
よ
る
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
任
委
員
に
つ
い
て
は
、

議
会
・
農
協
・
農
業
共
済
・
土
地

改
良
区
か
ら
推
薦
さ
れ
、
委
員
総

数
は
27
名
に
な
り
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
平
成
20
年
２
月
28
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

【
委
員
名
簿
】（
公
選
は
届
出
順
）

(

選
出
区
分)

　(

氏
名)

　(

住
所)

公
　
　
選
　
西
山
藤
生
　
椎
根

公
　
　
選
　
井
田
幹
男
　
小
茂
田

公
　
　
選
　
内
山
喜
代
太
　
内
山

公
　
　
選
　
竹
元
三
四
郎
　
久
田

公
　
　
選
　
平
間
利
一
　
曽

公
　
　
選
　
西
山
　
滋
　
今
里

公
　
　
選
　
神
宮
宣
幸
　
　
知

公
　
　
選
　
龍
造
寺
正
房
　
仁
位

公
　
　
選
　
扇
　
米
稔
　
田

公
　
　
選
　
吉
野
　
敏
　
洲
藻

公
　
　
選
　
上
原
文
吉
　
佐
須
瀬

公
　
　
選
　
永
尾
賢
一
　
豆
酘

公
　
　
選
　
糸
瀬
安
則
　
樫
滝

公
　
　
選
　
小
宮
政
良
　
瀬
田

公
　
　
選
　
永
留
市
喜
　
三
根

公
　
　
選
　
小
宮
正
至
　
瀬
田

公
　
　
選
　
縫
田
和
己
　
飼
所

公
　
　
選
　
永
留
廣
美
　
三
根

公
　
　
選
　
大
石
憲
一
　
佐
護
南
里

公
　
　
選
　
比
田
勝
一
孝
　
泉

議
会
推
薦
　
春
田
彰
之
　
一
重

議
会
推
薦
　
小
川
廣
康
　
　
知

議
会
推
薦
　
阿
比
留
光
雄
　
廻

議
会
推
薦
　
中
村
伊
都
男
　
吉
田

農
協
推
薦
　
桐
谷
隆
儀
　
椎
根

共
済
推
薦
　
上
原
正
敏
　
豆
酘
瀬

改
良
推
薦
　
島
居
康
博
　
佐
護
西
里

わ
く
わ
く
ふ
る
さ
と
探
検
隊�

　
　
（
陶
器
づ
く
り
体
験
）�

�

《
ど
ん
こ
サ
ブ
レ
》�

�

農
業
委
員
会
委
員
の
紹
介�

川
久
保
さ
ん
（
大
村
市
）�

そば打ち体験�



　
２
月
６
日
、
第
27
回
豊
玉
町
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
、
豊
玉
町
総
合
運

動
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
、

小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
19
種
目
に

5
2
3
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し

て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
対
馬
の
小
学
生
、
中
学
生
の
レ

ベ
ル
は
年
々
高
く
な
り
、
今
年
も

５
種
目
（
６
人
）
で
新
記
録
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

《
女
子
の
部
》▼
小
学
１
年(

1.0
㎞)

①
奥
田
零
果
（
塩
浦
）
４
分
39
秒

②
原
田
莉
帆
（
厳
原
）
４
分
44
秒

③
大
石
瞳
（
厳
原
）
４
分
44
秒
▼

小
学
２
年
（
1.0
㎞
）
中
野
祐
里

（
鶏
鳴
）
３
分
59
秒
（
大
会
新
）

②
松
原
由
希
（
久
田
）
４
分
８
秒

③
大
島
優
美
（
乙
宮
）
４
分
17
秒

▼
小
学
３
年
（
1.0
㎞
）
浦
田
帆
乃

香
（
豊
玉
）
３
分
51
秒
②
阿
比
留

静
香
（
南
）
３
分
57
秒
③
中
庭
美

奈
子
（
南
）
３
分
59
秒
▼
小
学
４

年
（
2.0
㎞
）
川
上
綾
香
（
鶏
鳴
）

７
分
44
秒
（
大
会
新
）
②
山
本
綾

乃
（
塩
浦
）
７
分
47
秒
③
井
川
祐

香
（
北
）
７
分
57
秒
▼
小
学
５
年

（
2.0
㎞
）
佐
々
木
ひ
と
み（
豊
玉
）

７
分
48
秒
②
津
江
あ
か
ね（
豊
玉
）

８
分
７
秒
③
八
坂
瑞
翔
（
鶏
鳴
）

８
分
７
秒
▼
小
学
６
年
（
2.0
㎞
）

中
野
ま
ど
か
（
鶏
鳴
）
７
分
35
秒

②
俵
菜
奈
美
（
鶏
鳴
）
７
分
44
秒

③
下
川
真
歩
（
塩
浦
）
７
分
47
秒

▼
中
学
生
（
3.0
㎞
）
川
上
菜
月

（
�
知
）
10
分
50
秒
②
中
野
ち
ひ

ろ
（
�
知
）
11
分
３
秒
③
末
永
千

草
（
�
知
）
11
分
４
秒
▼
一
般

（
3.0
㎞
）
①
国
本
直
美（
厳
原
町
）

16
分
51
秒

《
男
子
の
部
》
▼
小
学
１
年
（
1.0

㎞
）
①
古
達
駿
也
（
北
）
４
分
10

秒
②
渡
辺
駿
輔
（
久
田
）
４
分
13

秒
③
松
村
慶
太
（
大
船
越
）
４
分

13
秒
▼
小
学
２
年
（
1.0
㎞
）
①
島

居
魁
人
（
久
田
）
３
分
52
秒
②
神

宮
崇
史
（
厳
原
）
３
分
58
秒
③
藤

川
毅
児
（
南
）
３
分
59
秒
▼
小
学

３
年
（
1.0
㎞
）
①
黒
岩
誠
亥
（
鶏

鳴
）
３
分
40
秒
②
小
島
正
直
（
鶏

鳴
）
３
分
41
秒
③
犬
束
祐
徳
（
大

船
越
）
３
分
42
秒
▼
小
学
４
年

（
2.0
㎞
）
①
糸
瀬
大
貴
（
厳
原
）

７
分
25
秒
②
中
庭
拓
洋
（
豊
玉
）

７
分
33
秒
③
斎
藤
峻
（
鶏
鳴
）
７

分
35
秒
▼
小
学
５
年
（
2.0
㎞
）
①

飯
野
幸
太
（
小
綱
）
７
分
19
秒
②

中
尾
栄
一
朗
（
豊
玉
）
７
分
22
秒

③
梅
野
貴
博
（
鶏
鳴
）
７
分
33
秒

▼
小
学
６
年
（
2.0
㎞
）
土
肥
啓
人

（
久
原
）
６
分
47
秒
②
原
野
真
維

（
南
）
６
分
55
秒
③
日
下
部
将
志

（
今
里
）
６
分
57
秒
▼
中
学
生

（
4.0
㎞
）
①
瀧
川
大
和
（
厳
原
）

12
分
39
秒
（
大
会
新
）
②
島
本
大

地
（
�
知
）
12
分
45
秒（
大
会
新
）

③
本
堀
亮
太
（
豊
玉
）
13
分
36
秒

▼
一
般
（
5.0
㎞
）
①
土
肥
正
幸

（
美
津
島
町
）
15
分
51
秒
（
大
会

新
）
②
犬
塚
信
之
介
（
厳
原
町
）

16
分
８
秒
③
大
森
常
正（
厳
原
町
）

16
分
13
秒
▼
一
般
35
〜
39
歳
（
3.0

㎞
）
①
城
臺
隆
光
（
美
津
島
町
）

11
分
９
秒
（
大
会
新
）
②
藤
村
康

隆
（
豊
玉
町
）
12
分
９
秒
③
三
上

雅
生
（
美
津
島
町
）
12
分
37
秒
▼

一
般
40
〜
49
歳
（
2.0
㎞
）
①
松
本

藤
昭
（
豊
玉
町
）
７
分
58
秒
②
俵

正
純
（
美
津
島
町
）
８
分
９
秒
③

里
高
幸
（
豊
玉
町
）
８
分
25
秒
▼

一
般
50
歳
以
上
（
2.0
㎞
）
①
阿
比

留
隆
義
（
豊
玉
町
）
９
分
26
秒

　
２
月
13
日
、
第
18
回
豊
玉
町
一

周
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
、
廻
水
産

倉
庫
か
ら
ゴ
ー
ル
の
豊
玉
中
学
校

ま
で
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
、
10
区
間
35.

4
㎞
を
、
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
寒
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沿

道
に
は
多
く
の
応
援
が
駆
け
つ
け
、

温
か
い
拍
手
と
元
気
な
声
援
が
送

ら
れ
、
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
、

２
ブ
ロ
ッ
ク
を
制
し
た
豊
玉
中
が

総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

《
総
合
》
①
豊
玉
中
学
校
２
時
間

７
分
45
秒
②
加
志
々
中
学
校
Ａ
２

時
間
11
分
８
秒
③
豊
玉
高
校
陸
上

部
２
時
間
17
分
19
秒

《
区
間
賞
》
▼
１
区(

3.6
㎞)

平
山

健
悟
（
豊
玉
中
）
12
分
58
秒
▼
２

区(

3.3
㎞)

土
居
卓
登
（
豊
玉
中
）

12
分
21
秒
▼
３
区(

2.5
㎞)

樋
口
和

（
豊
玉
中
）８
分
49
秒
▼
４
区(

4.2

㎞)

波
田
一
徹
（
豊
玉
中
）14
分
26

秒
▼
５
区(

2.4
㎞)

佐
藤
駿
（
豊
玉

中
）
９
分
１
秒
▼
６
区(

3.8
㎞)

藤

川
明
史
（
加
志
々
中
Ａ
）
14
分
４

秒
▼
７
区
（
4.5
㎞
）本
堀
亮
太（
豊

玉
中
）
14
分
47
秒
▼
８
区（
3.1
㎞
）

土
脇
元
文
（
加
志
々
中
Ａ
）
11
分

30
秒
▼
９
区
（
2.7
㎞
）
阿
比
留
孝

一
（
加
志
々
中
Ａ
）
９
分
24
秒
▼

10
区
（
5.3
㎞
）阿
比
留
航
輝（
加
志

々
中
Ａ
）
19
分
10
秒
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豊
玉
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

豊
玉
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会�
豊
玉
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会�

大

会

結

果

�

大

会

結

果

�

豊
玉
町
一
周
駅
伝
大
会

豊
玉
町
一
周
駅
伝
大
会�

豊
玉
町
一
周
駅
伝
大
会�

力走する小田選手（豊玉中）�



　
２
月
８
日
、
比
田
勝
小
学
校
体

育
館
で
「
お
っ
ど
ん
発
表
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な

こ
と
を
学
び
、
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
学
校
参

観
日
に
あ
わ
せ
保
護
者
に
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
小
宮
校
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
学

年
ご
と
に
発
表
開
始
。
「
３
び
き

の
こ
ぶ
た
」
の
演
劇
、
対
馬
の
食

文
化
や
韓
国
に
つ
い
て
、
ま
た
、

平
和
に
つ
い
て
な
ど
自
分
た
ち
が

学
習
し
て
き
た
こ
と
を
発
表
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
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２
月
21
日
、
Ⅰ
Ｔ
講
習
会
な
ど

に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
福
岡
支
店
か

ら
パ
ソ
コ
ン
15
台
が
、
対
馬
市
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
今
年
の
１
、

２
月
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
、
対

馬
市
で
開
催
し
た
初
心
者
向
け
の

Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
使
用
し
て
い
た
も

の
で
、
今
後
、
公
民
館
講
座
な
ど

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

比
田
勝
小

比
田
勝
小�

「
お
っ
ど
ん
発
表
会
」

「
お
っ
ど
ん
発
表
会
」�
比
田
勝
小�

「
お
っ
ど
ん
発
表
会
」�

　
２
月
３
日
、
日
本
理
科
教
育
振

興
協
会
が
、
「
そ
の
道
の
達
人
」

の
派
遣
事
業
と
し
て
、
長
崎
大
学

の
岩
永
浩
名
誉
教
授
に
よ
る
出
張

授
業
を
美
津
島
北
部
小
学
校
で
行

い
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
電
子
顕
微
鏡
を
用

い
て
撮
影
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

原
子
像
や
真
珠
の
断
面
な
ど
、
ミ

ク
ロ
の
世
界
を
ス
ラ
イ
ド
パ
ネ
ル

で
説
明
と
、
実
際
に
顕
微
鏡
を
使

っ
て
、
ク
モ
の
糸
や
魚
の
ウ
ロ
コ

な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
永
教
授
は
「
光
り
の

達
人
」
で
も
あ
り
、
光
り
の
反
射

・
屈
折
や
虹
の
原
理
な
ど
を
説
明

し
て
、
特
殊
な
ラ
イ
ト
を
使
っ
た

新
旧
紙
幣
の
比
較
実
験
や
、
電
子

レ
ン
ジ
の
中
に
蛍
光
灯
を
入
れ
て

光
ら
せ
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
も
、
実
際
に
顕
微

鏡
を
覗
く
な
ど
楽
し
い
授
業
に
目

を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

電
子
顕
微
鏡
の
達
人
が

電
子
顕
微
鏡
の
達
人
が�

や
っ
て
来
た

や
っ
て
来
た�

�

電
子
顕
微
鏡
の
達
人
が�

や
っ
て
来
た�

�

パ
ソ
コ
ン

パ
ソ
コ
ン
15
台
、�
              

対
馬
市
へ

対
馬
市
へ�

�

パ
ソ
コ
ン
15
台
、�
              

対
馬
市
へ�
�　

２
月
15
日
、
対
馬
海
上
保
安
部

で
、
人
命
救
助
者
表
彰
が
お
こ
な

わ
れ
、
１
月
17
日
に
、
豊
玉
町
長

崎
鼻
沖
で
転
覆
し
た
漁
船
の
船
長

を
救
助
し
た
峰
町
櫛
の
江
上
君
男

さ
ん
（
50
歳
）
が
、
ま
た
、
２
月

21
日
に
は
、
美
津
島
町
漁
協
で
、

１
月
22
日
に
、
美
津
島
町
紺
青
鼻

沖
で
転
覆
、
漂
流
し
て
い
た
船
長

を
、
共
同
で
捜
索
、
救
助
し
た
美

津
島
町
久
須
保
の
浦
瀬
靖
一
郎
さ

ん
（
63
歳
）、小
島
博
實
さ
ん
（
57

歳
）、小
島
勝
行
さ
ん
（
48
歳
）、小

田
豊
彦
さ
ん（
47
歳
）、
犬
束
徳
弘

さ
ん
（
39
歳
）
の
５
名
が
、
本
部

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

人
命
救
助
で
表
彰

人
命
救
助
で
表
彰�

��

人
命
救
助
で
表
彰�

��

受賞の江上さん�前列左から浦瀬さん、森山美津島町漁協組合長、小島（博）さん、�
後列左から、小林保安部長、小島（勝）さん、小田さん、犬束さん�

こ
ん
じ
ょ
う
ば
な



豚上肉………… 48ｇ�

大根…………… 64ｇ�

人参…………… 48ｇ�

ごぼう………… 32ｇ�

干し椎茸……… 4ｇ�

油あげ………… 16ｇ�

だし汁……  640ｇ�

スキムミルク……… 32ｇ　大さじ
5弱�

小麦粉……… 48ｇ　大さじ
6�

水…………… 56ｇ�

味噌………… 40ｇ　大さじ
2強�

こねぎ……… 16ｇ�

作
り
方

作
り
方�

作
り
方�

材料（4人分）� 　　　　　　　　　　　　めやす�

①椎茸はよくもどしておく
。    �

②大根、人参、ごぼう、椎茸
は適当な大きさに切り、油あ

げは熱湯で油抜きして切る
。    �

③だし汁で②の材料を煮る
。    �

④スキムミルクと小麦粉を
合わせ、水を加えてよく混ぜ

、③が煮えたら、スプーンを
�

　 使って一口大にすくい落
とし入れていく。だんごが煮

えたら味噌を加える。 
   �

⑤小口切りにしたねぎをち
らす。    　　�
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〔問い合せ先〕 対馬市健康管理センター�
                  TEL0920-52-4888ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

①貝類は十分に加熱して食べて下さい。乳幼児や高齢者は、カキ等の二枚貝の生食は避けましょう。�
②手洗いを励行しましょう。特にトイレの後、トイレ掃除の後、おむつ交換の後、調理や食事の前、
　 外出先から帰った時などは、しっかり手洗いを実行しましょう。�
③便や嘔吐物などの汚物は衛生的に処理しましょう。直接ふれないように注意し、処理後は手指を
　 薬用石けん等でしっかりあらいましょう。　�

１月３０日、厳原地区体育館で、第３
６回厳原町少年剣道大会が開催され
ました。大会には、総勢１００人あま
りの選手が参加して、熱戦を繰り広げ
ました。�

ノロウィルスの感染を予防しましょう。 （予防方法や注意すること）�

大会結果� 団体戦の部�

個人戦の部�

区 分 �

小学生低学年の部�

小学生高学年の部�

中 学 生 の 部 �

会 長 杯 �

優 勝 �

佐須少年剣道クラブ�

北 地 区 剣 友 会  �

厳 原 中学校Ｂチーム  �

厳 原 少 年 剣 道 部 �

準 優 勝 �

北 地 区 剣 友 会 �

厳原少年剣道部Ｃチーム�

久 田 中 学 校 Ａ チ ー ム �

大 調 少 年 剣 道 ク ラ ブ �

区 分 �

小学３年生の部�

小学４年生の部�

小学５年生の部�

小学６年生の部�

中 学 生 の 部 �

優 勝 �

阿 比 留 晃 弘 �
（厳原少年剣道部）

井 田 大 嗣 �
（佐須少年剣道クラブ）

神 宮 浩 司 �
（厳原少年剣道部）

井 川 幸 美 �
（北地区剣友会）

主 藤 庄 大 �
（厳原中学校）

準 優 勝 �

近 森 勇 飛 �
（北地区剣友会）

西 村 大 暉 �
（佐須少年剣道クラブ）

田 　 裕 介 �
（厳原少年剣道部）

道 添 真 由 美 �
（厳原少年剣道部）

中 村 貴 之 介 �
（厳原中学校）

第 ３ 位�

長 野 文 芽 �
（厳原少年剣道部）

桐 谷 尚 道 �
（佐須少年剣道クラブ）

松 村 義 裕 �
（久田少年剣道クラブ）

齋 藤 龍 二 �
（大調少年剣道クラブ）

平 間 太 一 �
（ 久 田 中 学 校 ）



金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
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　皆様、見ました？見ましたか？

　2月12日と19日、NCC長崎文化放送の番組「NCCいい朝」。

　12日は対馬が、19日は対馬釜山事務所と釜山の街が紹介さ

れました。ついでに私も念願の「テレビデビュー」を果たし

ましたが、皆様、私のこと、お分かりになったでしょうか？

　今回の撮影は対馬市合併1周年を記念して作られたそうで

す。ここ釜山には日本のテレビが放送されないので、まだ見

ていませんが、対馬の名物であるいりやきとろくべえ、そし

て山猫を撮影したと聞いています。また、上見坂展望台から

は浅茅湾の綺麗な自然の風景を、そして韓国展望所からはま

るで手を伸ばしたら届いてしまいそうな隣国をふと手でな

ぞらえて印象付けることで、今立つこの国境の島をより強く

実感出来るでしょう…

（実は取材班から聞いた話です。）（^ -^ ）

　その後、取材班は船で韓国行き！この次からが私の出番で

した。まず、釜山国際ターミナルビルの到着口で緊張してお

待ちしました。「出て来ないな～」「ひょっとしたら、カメラが

税関に引っ掛かったかも？」など心配していたら、出口の奥

に見えました！取材班の皆様が！

　取材班は合計7人。私を含めての8人はすぐ釜山の街「西面」に飛んで行きました。西面での取材は「人気

の屋台」。日ごろ、長い行列が出来る3軒の屋台を予め交渉しておいたのです。一つはホトク（揚げパン）、

２つ目がトッポッキ（韓国モチの甘辛煮）そして、最新バージョンの焼き鳥（焼き鳥に芋トッピング）。

　翌日の朝、「対馬釜山事務所」の紹介から撮影は始まり、事務所の中や仕事の様子も撮りました。その後

は、一般家庭を訪問して韓国お雑煮である「トック」の作り方を撮影しました。それから、海のものであれ

ば何でもあるという「チャガルチ市場」で海産物を撮って、撮影は終了しました。が、まだ見てないのでど

ういうような編集になったのかが、今の所の気がかりです。いやむしろ、私の顔、どういうふうに写った

のかしら…

　皆様、私が今度対馬に行った時、(テレビを見た）ご感想を聞かせてください。

　「NCCいい朝」にも出演した松村市長は韓国の新聞にも載りました。釜山から北の方へ車で90分くら

いの所へ「蔚州(ウルジュ)」という町があります。その蔚州郡は対馬との繋がりのある遺跡が多い処で、去

る２月１日に対馬と蔚州郡は、今後文化遺産の保存や研究、そして相互地域の文化交流活性化に協力し

ていくことで、文化交流協力意向書を交わしました。

　これからも対馬の歴史や自然へ目を向ける人々が益々多くなるでしょう。

　今回は、両国で有名になりつつある対馬の報告でした！！！

チャガルチ市場での取材（右端が筆者）�
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①国民年金保険料が月額１３，５８０円になります。�
　（平成１７年４月から平成１８年３月まで）�

②特別障害給付金制度の新設�
　国民年金制度の中で生じた特別な事情により、障害基礎年金等を受給�
　していない障害者に対して、福祉的措置として給付金を支給する制度です。�
�
　・平成３年３月以前の国民年金任意加入対象であった学生�
　・昭和６１年３月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金保険等に加入していた方
　の配偶者�
※上記の方のうち、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の１
　級、２級相当の障害の状態にある方です。�
�
　・住所地の各支所で平成１７年４月１日から受付を開始�
�
　・請求書を受付した月の翌月からとなります。平成１７年４月中に必ず請求書を提出してくだ
　 さい。 （請求が遅れた場合は支給も遅れることになります。（例）５月に請求した場合は　
　 ６月分からの支給となります。）�
　・障害認定事務は、支給の決定まで数ヶ月必要となりますので、あらかじめご了承ください。
　 （支給が決定すれば、請求書の受付月の翌月までさかのぼって支給されます。）�
　 なお、収入や年金受給の状況によって支給が制限されることがあります。�
�

《対　　象》�

《請求書の受付》�

《給付金の支給》�

対馬市各支所住民班  長崎社会保険事務局長崎北事務所  095-861-1211【問合せ先】�

（平成17年4月1日）�



15

■問い合わせ先�対馬市選挙管理委員会（TEL 53-6111  内線 435）�
対馬市各支所総務課内　選挙書記まで�

　５月31日に任期満了を迎える対馬市議会議員一般選挙は、５月15日告示、５月22日
投開票の日程で執行する予定です。今回の一般選挙から、対馬市議会議員の定数は地方
自治法第91条第２項第５号により、26人となります。�
　立候補予定者の説明会を下記の日程で開催しますので、立候補を予定されている方は、
もれなくご出席くださるようお知らせします。�
　なお、会場の都合上、立候補予定者１人につき、２人までとさせていただきますので、
ご了承ください。�

　平成14年４月から『汚泥再生処理センター厳美清華苑』では、皆様から収集した「生ごみ」�
や「し尿」などで汚泥発酵肥料を製造しています。�
　この肥料を、次のとおり市民の皆さんに無料配布いたしますので、ご希望の方はお申込�
ください。�

■申　込　先�・・・汚泥再生処理センター  厳美清華苑　TEL 0920-52-0929
■受付時間�・・・毎週月～金　午前９：00～午後４：00
■無料配布の量�・・・必要な量の袋、スコップなどをご持参ください。�

　　　また、たくさん必要な方は、トラック等でお越しください。�

■引き渡しの期日等�・・・申込後、電話でご確認下さい。�
■引き渡しの場所�
■その他�

・・・対馬市美津島町根緒大梶　『汚泥再生処理センター  厳美清華苑』�

※肥料取締法に基づき「汚泥発酵肥料」として国に登録しています。�
※有機物を多量に含んでおりますので地中で発酵して根腐れを起こす可能性があります。�
　直接根に触れないように元肥、置き肥として利用して下さい。�

投票日は、平成17年５月22日（日）執行予定�

肥料の種類　汚泥発酵肥料　　肥料の名称　ありねよし１号�

田、畑、果樹園等の�
施肥に最適です。�

肥　料　置　場�高温乾燥しているので�
衛生的です。�

対馬市議会議員一般選挙�

■立候補予定者説明会�
日　時　　平成17年４月８日（金）　午後２時から�

場　所　　対馬市峰地区公民館２階研修室（対馬市峰町三根451番地）�



16

　今年も、韓国の釜山外国語大学校か�
ら1,600人の学生が５回に分かれて対�
馬を訪れ、新入生の入学説明会が行わ�
れます。それにあわせ、日韓の舞踊な�
ど民俗芸能の交流会を開きます。�
　一般の方もご覧にいただけますので�
ぜひお越しください。�

内閣府では、17年度に実施する交流事業の参加者を�
募集しています。�

※県下１０消防本部代表による意見発表会です。�
　消防業務の体験談や今後の抱負などを発表し�
　ます。皆様のご来場をお待ちしております。�

　
内
閣
府
で
は
、
高
齢
期
の
生
活

の
参
考
と
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎

年
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
次

の
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
高
齢
者

の
方
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。�

��

　
　
知
識
や
経
験
を
い
か
し
、
そ

　
　
れ
を
社
会
へ
還
元
し
活
躍
し

　
　
て
い
る
。�

　
　
中
高
年
か
ら
一
念
発
起
し
て
、

　
　
物
事
を
成
し
遂
げ
た
。�

　
　
優
れ
た
体
力
・
気
力
を
維
持

　
　
し
活
躍
し
て
い
る
。�

　
　
活
動
内
容
が
人
々
の
共
感
を

　
　
呼
ん
で
い
る
。�

　
　
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
、

　
　
主
体
的
に
活
動
を
継
続
し
て

　
　
い
る
。
な
ど�

�

　
　
　
　
　
　
　
３
月
25
日（
金
）�

��

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
に
備
え
付

　
け
の
推
薦
書
で
応
募
く
だ
さ
い
。�

　
　（
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
）�

��

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
班�

事
　
　
例

募
集
期
限

応
募
方
法

応
募
・
問
合
せ
先

１�２�３�４�５�

長崎県下

募集期限　３月31日（木）�
応募資格　長崎県内に居住または勤�
　務している方で、満18歳以上の方�
応募方法　所定の応募申込書（問合�
　せ先に請求するかホームページよ�
　り入手可）を食品安全推進室へ提�
　出する。�
活動内容　食品の表示状況モニター�
　・日ごろ利用する店舗で、違反の�
　疑いや原産地等に疑問のある食品�
　表示について、定期的に報告して�
　いただきます。�
�
問合せ先�
県民生活環境部食品安全推進室�
TEL 095－820－1267�
http://www.pref.nagasaki.jp/�
          shokuhin/index.php�
�

応募資格　18～30歳�
　　　　　（中国・韓国の渉外団員は25～35歳まで）�
応募締切　平成17年４月７日（木）�
実 施 日　平成17年９月～平成18年３月�
　　　　　（各事業により15～43日間）�
訪 問 先　東南アジア、アフリカ、北南米、ヨーロッパなど�
募集人員　10～120名�
問合せ先　内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付�
　　　　　国際交流第１担当　TEL 03-3581-1181�
　　　http://www8.cao.go.jp/youth/koryu1.htm�
長崎県教育庁生涯学習課青少年班 TEL 095-822-9410�
�

日　　時　平成17年４月12日（火）�
　　　　　９時30分～11時50分�
会　　場　親和銀行対馬支店２階会議室�
問合せ先　対馬市消防本部 総務課　TEL 0920-52-0119

日　時　平成17年３月22日（火）、24日（木）、26日（土）、�
　　　　28日（月）、30日（水）�
　　　　それぞれ午後８時から�
会　場　厳原体育館�
その他　交流の夕べは計５回行�
　　　　われますが、それぞれ�
　　　　公演内容が違い、毎回�
　　　　楽しめるものになって�
　　　　います。�
�
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成年後見人の仕事は、本人に代わって、診療・介護・福祉サービスなどの利用契約を結んだり、�
預貯金や不動産の管理を行い、本人の利益を守ることです。�

本人の意思を尊重し、生活状況などに�
配慮しながら本人の保護を図る成人後�
見人の重要性は、今後ますます高まる�
ものと思われます。�

裁判所ホームページ（http://www.courts.go.jp/）の�
「裁判所の案内／広報テーマ／平成17年３月」をご覧ください。�

詳しくは…長崎労働局雇用均等室まで　TEL 095-844-4384

詳しくは詳しくは�詳しくは�

１．育児休業及び介護�
　 休業の対象労働者�
　 が拡大されます！�

一定の範囲の期間雇用�
者も、育児休業・介護休�
業が取れるようになり�
ます。�

２．育児休業期間が�
　 延長できます！�

３．介護休業が取得し�
　 やすくなります！�

４．子の看護休暇を�
　 取得できます！�

子どもが１歳を超えて�
も休業が必要と認めら�
れる労働者は、１歳６�
ヶ月に達するまで育児�
休業を延長することが�
できます。�

対象家族１人につき、�
要介護状態ごとに１回�
の介護休業ができます。�
（期間はのべ93日間）�

小学校に入るまでの子�
どもが病気やけがをし�
た場合、１年に５日ま�
で休暇をとることがで�
きます。�

成年後見制度は、記憶力などに障害がある高齢者、知的障害者、精神障害者など判断能力が�
不十分となった方を保護するための制度です。�

家庭裁判所は、�
成年後見人を選任し、�
その仕事の様子について�
監督を行います。�

●Ⅰ種試験受験資格
　①昭和47.４.２～昭和59.４.１生まれの者
　②昭和59.４.２以降生まれで平成18.３迄に大学卒業・
　　卒業見込及び人事院が同等と認める者
申込期間　４月１日（金）～４月８日（金）
１次試験　５月１日（日）

●Ⅱ種試験受験資格
　①昭和51.４.２～昭和59.４.１生まれの者
　②昭和59.４.２以降生まれで平成18.３迄に大学・短大・
　　高専を卒業・卒業見込及び人事院が同等と認める者
申込期間　４月13日（水）～４月22日（金）
１次試験　６月19日（日）

●国税専門官採用試験受験資格
　①昭和53.４.２～59.４.１生まれの者
　②昭和59.４.２以降生まれで平成18.３迄に大学卒業・
　　卒業見込及び人事院が同等と認める者
申込期間　４月１日（金）～４月15日（金）
１次試験　６月12日（日）

●法務教官採用試験受験資格
　①昭和51.４.２～昭和59.４.１生まれの者
　②昭和59.４.２以降生まれで平成18.３迄に大学・短大・
　　高専を卒業・卒業見込及び人事院が同等と認める者
申込期間　４月１日（金）～４月15日（金）
１次試験　６月12日（日）

●労働基準監督官採用試験受験資格
　①昭和51.４.２～昭和59.４.１生まれの者
　②昭和59.４.２以降生まれで平成18.３迄に大学卒業・
　　卒業見込及び人事院が同等と認める者
申込期間　４月１日（金）～４月15日（金）
１次試験　６月12日（日）

申込用紙の請求方法�

返信用封筒（角形２号、140円分（国税専門官�
については120円分）の切手貼付、宛先明記）�
を同封した封筒に、請求する試験名を朱書きし、�
下記問い合わせ先へ送付してください。�
※２月８日（火）から配布。�
問い合わせ先

人事院九州事務局第二課試験係�
〒812-0013　福岡市博多区博多駅東２-11-１�
　　　　　　　 TEL 092-431-7733

（平成17年4月1日から）
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健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�

【長　崎】（０９５）８２６-５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３-４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが
　３分間流れます。
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にか
　わります。
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。

長崎県保険医協会�
〒850-0056　長崎市恵美須町2-3-2F�
TEL 095-825-3829／FAX 095-825-3893

４月テレホンテーマ�

内視鏡の進歩（消化管）�

�

　　　　　 発熱時のけいれん�

顔の皮膚炎�

介護と骨折�

精子が少ないといわれたら�

24時間電話で健康をお届けします�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
�●第９～10集：１冊300円　　●第12～18集：１冊400円�

お知らせ�

URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

子どもの救急�
シリーズ その④

診療時間　９：00～16：00（急患のみ）�

４月３日�

10日�

17日�

24日�

29日�

仁 田 診 療 所（仁田）�

三 根 診 療 所（三根）�

畑 島 医 院（鶏知）�

佐 賀 診 療 所（佐賀）�

吉田内科医院（厳原）�

吉 田 一 郎 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

日　程� 診　療　所　名� 医  師  名�

日曜・休日救急医療在宅当番医�

戸籍のコーナー�（１月21日～２月20日受付分）�

ご冥福をお祈りします� （敬称略）�

※このコーナーは、届出の際戸籍窓口で承諾のあった方のみ�
　掲載しております。�

関節リウマチは治る病気になってきました�

�

未成年者飲酒防止強調月間未成年者飲酒防止強調月間ですです�未成年者飲酒防止強調月間です�
未成年者の飲酒は、からだや心の発達が�
盛んな時期に悪影響を与えます。�

お酒は二十歳になってから�

福岡国税局・厳原税務署�

４月は�
交通事故情報� 平成17年２月28日現在�

今年に入り、対馬市では飲酒運転での事故が多発しています。�
飲酒運転は重大な犯罪です。飲酒運転をやめましょう。�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

15�
5�
0�

－1�
21�
9

対馬北署管内�

2�
－1�
1�
1�
1�

－2

対馬市全体�

17�
4�
1�
0�
22�
7

93歳�
77歳�
63歳�
52歳�
89歳�
99歳�
53歳�
96歳�
71歳�
68歳�
72歳�
82歳�
78歳�
84歳�
83歳�
80歳�
52歳�
88歳�
73歳�
51歳�
52歳�
92歳�
71歳�
68歳�
81歳�
91歳�
84歳�
88歳�
68歳�
87歳�
78歳�
84歳�
71歳�
87歳�
81歳�
85歳�
67歳�
48歳�
5歳�
70歳�

上　野　マ　サ�
尾　上　静　雄�
上　原　鈴　子�
庄　司　真知子�
久　和　チ　イ�
勝　田　フ　ヂ�
野々部　　　清�
東　　　ス　エ�
加　藤　ツル子�
村　田　今　夫�
小　宮　芳　江�
小　島　嘉兵衛�
江　口　男　松�
桟　原　ハ　ツ�
山　田　テル子�
中　島　敏　夫�
西　倉　和　實�
神　宮　光　男�
田　口　ト　ミ�
廣　川　喜代江�
中　島　好　 �
犬　束　　　茂�
石　丸　恒　美�
中　庭　松　義�
築　城　喜代行�
大　江　美　澄�
松　村　政　雄�
梯　　　　　章�
國　分　廣　光�
吉　田　シ　ゲ�
荒　木　熊　男�
藏　本　敏　光�
小　宮　サ　ト�
早　田　希　吉�
春　田　卯　平�
早　田　　　子�
川　本　泉二郎�
安心院　ルミ子�
森　口　龍　海�
園　田　　　淳�

住　所� 氏　　　名� 年　齢�
阿　連�
阿　連�
阿　連�
久　田�
佐須瀬�
田　渕�
久田道�
田　渕�
浅　藻�
曲�

東　里�
小　浦�
阿　連�
豆　酘�
今屋敷�
新鴨居瀬�
竹　敷�
日の出�
緒　方�
焼　松�
大　綱�
貝　鮒�
見世浦�
廻�

千尋藻�
三　根�
三根上�
佐　賀�
吉　田�
佐　賀�
三根浜�
志多留�
瀬　田�
鹿　見�
飼　所�
鹿　見�
樫　滝�
佐須奈�
佐須奈�
泉�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920-52-1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920-54-2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

�

☆�

☆�

☆�

☆�

�

�

★�

（長崎医療センター）�

（森　　　正　孝）�

（梶　野　　　洋）�

（貞　光　隆　志）�

（長崎医療センター）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

（松　口　一　道）�

（本　田　啓　二）�

第２（火）�

毎週（水）�

第４（月）�

�

第２（金）�

第２（金）�

�

毎週（水）�

第１（月）�

第１（火）�

12�

６・13・20・27�

25�

�

８�

８�

�

６・13・20・27�

４�

５�

8:30̃15:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃12:00まで�

�

  9:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

�

  9:00̃12:00まで�

14:00̃17:00まで�

  ９:00̃15:30まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃12:00まで�

13:00̃17:00まで�
  9:00̃15:00まで�

（中 対 馬 病 院）�

血 液 内 科 �

神 経 内 科 �

呼吸器外来�

循 環 器 科 �

リウマチ科�

脳神経外科�

�

糖尿病外来�

不妊症外来�

思春期外来�

皮 膚 科 �

（長崎医療センター）�

毎週（水）午後�

第２・４（火）�
６・13・20・27�

12・26

６・20�

27

8:30̃15:00�

8:30̃11:00

8:30̃15:00�
8:30̃11:00

第１・３（水）�
第４（水）�

☆…予約制となります。�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院　長崎医療センター応援
　につきましては、空路欠航等に
　より診療を中止する事がありま
　すので、事前にご確認下さいま
　すようお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　４/13（水）�

　　　　上対馬病院診療のため休診�

眼　科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　４/21（木）・４/22（金）�
　　　　上対馬病院診療のため休診�
�内科、外科、小児科、整形外科は月曜日�
から金曜日まで毎日診療致します。�
※１☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患
　　者様のみの診療を行っております。�
　２空路欠航の場合は他の医師が代診致します。�
　３予防接種について、薬の常備がない場合も
　　ありますので、電話等でお問い合わせくだ
　　さい。�
　４透析診療については、月曜日～土曜日まで
　　午前中に診療しますので、お問い合わせく
　　ださい。�
　５予約制で事業所健診・社会保険生活習慣病
　　予防検診も行っています。�

第３（月）�

毎週（木）�

第２・４（火）�

第１（火）�

第１（金）�
第３（金）�

第２（木）�
第４（木）�

毎週（火）（水）�

予約にて受付けています。�

毎週（火）�

18�

7・14・21・28�

12・26�

5

1・15

14・28

5・6・12・13・19�

20・26・27

5・12・19・26

8：30～11：00

予約のみ�

予約のみ�

13：30～�

9：00～�

8：30～11：00

13：00～（紹介状制）�
14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00

13：00～15：00（予約のみ）�

☆�

☆�

☆�

予 防 接 種 �

補 聴 器 外 来 �

内 視 鏡 �

耳 鼻 咽 喉 科 �

（長 崎 大 学 病 院）�

（対馬いづはら病院）�

（長崎医療センター）�

（対馬いづはら病院）�

（福 岡 大 学 病 院）�

泌 尿 器 科 �

神 経 内 科 �

循 環 器 科 �

言語療法・摂食嚥下訓練�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

　広報つしまでの特別診療案内につきましては、掲載時期が早いことから、掲載内容と実際の日程がたびたび

変更になり、受診される皆様にたいへんご不便とご迷惑をおかけしております。�

　しかしながら、市広報が月１回の発行であり、診療日程変更などのお知らせが困難であるため、今後「広報

つしま」による特別診療のご案内は控えさせて頂き、特別診療案内につきましては、病院の広報誌「なんじゃ

もんじゃ地域版」でのお知らせのみとさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　上対馬病院�

広報つしま２月号で誤りがありました。関係の皆様にお詫び申し上げ、次のとおり訂正いたします。�
◇10ページ「健康優良世帯主名簿」表中�
　　【誤】鼻 象三→【正】鼻 象三　　　　　【誤】大 昌彦→【正】大 昌彦�
　　【誤】江 員江→【正】江 員江　　　　　【誤】山 初枝→【正】山 初枝�
◇16ページ「法務局からのお知らせ」の１行目�
　　【誤】土地・建物の投棄事務→【正】土地・建物の登記事務�
◇18ページ「日曜・休日緊急医療在宅当番医」表中�
　　【誤】３月６日　かも整形外科医院（厳原）賀茂和典→【正】すとう内科医院（厳原）主藤久次�
　　【誤】　　20日　すとう内科医院（厳原）主藤久次→【正】かも整形外科医院（厳原）賀茂和典�

訂

正

と

�

お

詫

び

�
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よろこびを力に～有森裕子講演会～�よろこびを力に～有森裕子講演会～�よろこびを力に～有森裕子講演会～�

～郡市対抗県下一周駅伝～�
�

全国表彰受賞！全国表彰受賞！

女子総合2連覇女子総合2連覇

～厳原少年剣道クラブ～�
�　このほど、厳原少年剣道クラブが、少年剣道指

導に貢献があったとして、全日本剣道連盟の「少
年剣道教育奨励賞」（全国・267団体、うち長崎
県は５団体）を受賞しました。
　同クラブは結成されて今年で44年。現在、指
導員４名で、小学生21人、中学生15人を週３回
指導しています。

　２月18日から３日間行われた第54回郡市対抗
県下一周駅伝大会（403.2㎞・40区間）で、女子
総合で２連覇を飾り、男女総合でも、32分31秒の
記録短縮で躍進賞を獲得した対馬チームが、23日、
対馬市役所を訪れ、大会結果の報告を行いました。
　女子区間は、昨年の優勝メンバーから２名が
抜け、戦力ダウンを心配されましたが、エース
の扇まどかさん（十八銀行）が、スタート区間
で区間賞の快走。それを川上菜月さん（　知中
１年）、金成めぐみさん（口加高１年）、桐谷
瞳さん（諫早高１年）がタスキをつなぎ、見事
に２連覇を勝ち取りました。

　１月29日、「よろこびを力に」の演
題で、バルセロナ、アトランタ五輪の
女子マラソン競技連続メダリスト有森
裕子さんの文化講演会が行われました。
　これは、社団法人対馬法人会（白石
洋司会長）が主催したもので、約200
名の方が会場を訪れました。
　「実は私、対馬に来たのは初めてではないんです。」と、講演
を切り出した有森さん。対馬には親戚がいて、小学生のとき、対
馬を訪れたことがあるそうです。
　講演では、小さいとき劣等感でいっぱいだった自分を、小学校
時代の恩師が「有森さんね。短所ばかりと言うが、それはあなた
しか持っとらんもの。それがないと有森さんじゃないよ。」と励
ましてくれたこと。また、走ることの原点になった「がんばれる
もの」が「走ること」だと気づかせてくれたこともこの恩師だっ

たと話しました。
　また、「自分には人より優れたものは何もない」と
いう思いを原点に、いつも手を伸ばして何かをつかも
うと生きてきた有森さん。「世の中にたった一人しか
いない自分の生き方にこだわること」、「二度とやって
こない一瞬一瞬を精一杯に生きること」と語りました。
　会場の方々は、そんな有森さんのすばらしい語り口
に真剣に聞き入り、有森さんが、亡くなられた高校の
恩師のことを話し、思わず声が詰まったときには、感
動して涙を流す方もいて、約１時間半の時間が短く感
じる講演会でした。


